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ＴＴｏｏｐｐｉｉｃｃｓｓ  
◆肥薩おれんじ鉄道「おれんじ食堂」の取り組み 

（肥薩おれんじ鉄道株式会社） 

  
イイベベンントト紹紹介介  

◆【12/10～12/12 開催】「2014 TRON Symposium（TRONSHOW）」が、東京ミッドタウ 

ンで開催されます。 

 

総総合合交交通通体体系系ググルルーーププだだよよりり  
◆【開催報告】総合交通体系（地域モビリティ戦略）研修について 

（国土交通省 総合政策局 総務課） 

◆｢ICT を活用した歩行者移動支援の普及促進検討委員会｣(第２回)について 

（国土交通省 政策統括官付） 

 

ＩＩｎｎｆｆｏｏrrｍｍａａｔｔｉｉｏｏｎｎ  
◆総合交通メールマガジンへのご意見をお寄せ下さい！ 

◆地域の取り組み及びイベント案内 募集！！ 

◆～受付窓口の変更がありましたらご連絡ください～

平成２６年１２月５日発行 

発行元：国土交通省 総合政策局 

総務課（総合交通体系グループ）



 

 

 

 
総合交通メールマガジンは、交通基盤整備や地域交通に関する最新の取り組みを幅広く

紹介することを目的として、月一回を目処に発行しているメールマガジンであり、主な購

読者は都道府県、市町村等の交通施策担当者となっております。 

当メールマガジンで紹介させていただく記事については、執筆者が任意の協力のもとで

作成したものであり、成果を広く共有する観点から、二次的利用も可能な形式で掲載して

おります。 

 

《総合交通メールマガジンのバックナンバーはこちら↓》 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/seisakutokatsu_soukou_tk_000005.html 

 

 

 

 

◆肥薩おれんじ鉄道「おれんじ食堂」の取り組み 

（肥薩おれんじ鉄道株式会社） 

肥薩おれんじ鉄道株式会社は、熊本県と鹿児島県、そして沿線の７市町等の出資により、

平成１６年３月、第三セクター鉄道会社として九州新幹線鹿児島ルート（新八代～鹿児島

中央間）の開業と同時に営業を開始いたしました。営業区間は、鹿児島本線の八代駅（熊

本県）から川内駅（鹿児島県）間の１１６．９ｋｍ、駅は２８駅（有人駅：１０駅、無人

駅：１８駅）、車両は１９両保有、社員は１６１名（平成２６年１０月１日現在）です。本

社は熊本県八代市にあり、鹿児島県出水市に運輸部を置き、２つの県を繋ぐ地域の生活路

線として運行しています。 

環境省の「環境首都水俣創造事業」の１つとして、地域活性化の起爆剤となる観光列車

の導入が決まり、平成２５年３月、観光列車「おれんじ食堂」の運行がスタートしました。

車両は著名な工業デザイナーの水戸岡鋭治氏による設計で、既存の車両を改造した２両編

成、定員４３名の列車です。床や窓枠、テーブル等には木材をふんだんに使い、座席もゆ

ったりとした広い快適な空間を持つ列車に生まれ変わりました。「食とスローライフを満喫

する列車」をコンセプトに、地産地消、旬の食材に拘った食事を提供するレストラン列車

「おれんじ食堂」では、地元レストランから最寄り駅までデリバリーして頂き、車内キッ

チンで盛り付けることでお客さまに新たな食の楽しさを味わって頂いています。「温かいも

のは温かく、冷たいものは冷たく」をモットーに、お客さまにはあたかもレストランで食

事を取っているかのような感覚で食事を堪能して頂けるよう取り組んでいます。こうした

総合交通メールマガジンとは 

Ｔｏｐｉｃｓ 



 

 

「おれんじ食堂」を活用した地産地消の取り組みが高い評価を頂き、平成２５年度の日本

鉄道賞にて「沿線ぐるみで鉄道再生」特別賞を受賞することができました。 

今年は開業１０周年目であり、地域の方々との共同イベントを開催するなど、これまで

以上に地域に密着した鉄道会社として活動しており、今後も地域の方々と共に社員一同、

一致団結して鉄道事業に取り組んでまいります。 

 

《記事はこちら↓》 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/1412hisatsu.pdf 

《肥薩おれんじ鉄道株式会社のウェブサイトはこちら↓》 

http://www.hs-orange.com/ 

 

 

 

 

◆【12/10～12/12 開催】「2014 TRON Symposium（TRONSHOW）」が、東京ミッド

タウンで開催されます。 

トロン（TRON: The Real-Time Operating system Nucleus）とは、理想的なコンピュー

タアーキテクチャの構築を目的として、東京大学 情報学環教授の坂村健先生によって提

案されたオペレーティングシステムです。現在では、家電製品、携帯電話、自動車などの

小型コンピュータに搭載され、広く利用されています。 

今年度は、T-Engine フォーラム主催により「2014 TRON Symposium（TRONSHOW）」が開催

され（開催期間：１２月１０日（水）～１２月１２日（金））、トロンに係る成果の展示、

基調講演等が行われる予定です。「次世代リアルタイムシステム展」と「ユビキタス・コン

ピューティング展」の２つの展示のほか、海外の大学や研究所の取り組みや政府・自治体

の取り組みを紹介する「海外、政府自治体パビリオン」、教育研究機関での成果を紹介する

「学術会員ブース」、公共交通の運行情報や駅などのターミナル情報をオープン化する技術

を扱う「公共交通オープンデータパビリオン」も併設されます。 

 

《「2014 TRON Symposium（TRONSHOW）」のウェブサイトはこちら↓》 

http://www.tronshow.org/ 
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総総合合交交通通体体系系ググルルーーププだだよよりり  

◆【開催報告】総合交通体系（地域モビリティ戦略）研修について 

（国土交通省 総合政策局 総務課） 

総合交通体系（地域モビリティ戦略）研修は、生活に 

必要な交通、地域における人の円滑な移動の確保（地域 

モビリティ）に関する計画の企画立案能力の向上及び交 

通関係者との連携調整・施策推進などのマネジメント能 

力の向上を図ることを目的とした研修です。 

今年度は、１１月２５日（火）から１１月２８日（金） 

の４日間にわたり無事開催させて頂きました。今年度の研修は、「自転車と歩行者を重視し

た総合的な交通政策」をテーマとし、講師（学識経験者、地方公共団体、公益法人）の方々

による講義と課題研究（班別討議）を中心とした内容となりました。ご協力頂きました講

師の方々、国土交通大学校の方々に厚く御礼申し上げます。 

以下、当該研修の講義資料等について情報提供させて頂きます。研修に参加することの

出来なかった方々にも貴重な情報かと思います。ファイルはデータ容量が大きいものもあ

りますが、是非ご覧頂ければと思います。 

 

【講義資料】（カリキュラム順） 

URL をクリック頂くと講義資料ご覧いただけます。 

・国土交通省 総合政策局 総務課 政策企画官（総合交通体系担当） 植田 雅俊 

「総合交通体系と地域モビリティ戦略について」 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/kenshuu01-1.pdf 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/kenshuu01-2.pdf 

・一般社団法人カーフリーデージャパン 代表理事 望月 真一 

「環境と人に優しい交通まちづくりの取り組み」 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/kenshuu02.pdf 

・筑波大学大学院 システム情報工学研究科 准教授 谷口 綾子 

「自動車と公共交通を賢く使う交通戦略」 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/kenshuu03.pdf 

・国土交通省 総合政策局 公共交通政策部 専門官 森田 有一 

「公共交通政策と交通政策基本法」 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/kenshuu04.pdf 



 

 

・三条市 福祉保健部 福祉課 スマートウエルネス推進室 主任 池野 泰文 

「スマートウエルネスの視点による交通とまちづくり」 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/kenshuu05-1.pdf 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/kenshuu05-2.pdf 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/kenshuu05-3.pdf 

・東海大学 工学部 土木工学科 准教授 梶田 佳孝 

「地域交通マネジメントの実践」 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/kenshuu06.pdf 

 

◆｢ICT を活用した歩行者移動支援の普及促進検討委員会｣(第２回)を開催しま

した。 

（国土交通省 政策統括官付） 

国土交通省では、高齢者や Challenged（障がい者）、外国人旅行者なども含め、誰もが

必要に応じて移動に関する情報を入手し、積極的に活動ができるユニバーサル社会の構築

に向け、ICT（情報通信技術）等を活用した歩行者移動支援の取り組みを推進しています。 

これまでの検討結果を踏まえ、今後の歩行者移動支援の普及促進を図るために必要な事項

の検討等を行うことを目的とした「ICT を活用した歩行者移動支援の普及促進検討委員会」

を、平成２６年６月２５日に設立いたしました。 

この度、１１月１０日に第２回委員会が開催されましたので、ご紹介させて頂きます。 

 

《記事はこちらから↓》 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/1412ict.pdf 

《「ICT を活用した歩行者移動支援の普及促進検討委員会」のウェブサイトはこちら↓》 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/sogoseisaku_soukou_fr_000020.html 

 

 

 

◆総合交通メールマガジンへのご意見をお寄せ下さい！ 

総合交通メールマガジンでは、読者の皆様からのご意見・ご要望を踏まえて内容を充実

させていきたいと考えています。誌面の感想、取り上げて欲しいテーマなど、どのような

ことでも構いませんので、ご意見等頂けると幸いです。様式、送付先については、下記Ｕ

ＲＬをご利用下さい。 

URL： http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/soukou-magazine/iken-merumaga.xls 

Ｉｎｆｏｍａｔｉｏｎ 



 

 

 引き続き、メールマガジンの受付窓口が変更になった行政機関等の方については、送信

先の変更を申請下さい。なお、変更内容については、以下までお願いします。 

E-mail：soukou@mlit.go.jp 

 

◆地域の取り組み 及び イベント案内 募集！！ 

当課では、情報提供頂いた取り組みをメールマガジンで紹介することにより、各地域で

ノウハウ等の情報共有・情報交換ができればと考えており、総合的な交通施策の取り組み

について情報提供頂ける自治体等を募集しています。自薦・他薦は問いませんので、お気

軽にご連絡下さい。更に、イベント案内について、主催者でも結構ですし、耳より情報で

も結構です。勉強会や講演会、セミナー等ご紹介頂ければ、当メールマガジンにて案内を

させて頂きます。 

（情報提供はこちらまで soukou@mlit.go.jp） 

【情報提供頂く内容】 

例えば、 

・ 低炭素社会の実現に向けモビリティのあり方を見直す取り組み（交通の再編等） 

・ 交通の改善により地域活性化を図る取り組み  など 

※ これまでに、推薦頂いたものも含めて７６件の取り組みを紹介させて頂きました。 

バックナンバー一覧： 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/seisakutokatsu_soukou_tk_000005.html 
 

◆受付窓口の変更がありましたらご連絡ください。 

人事異動等により、メールマガジンの受付窓口が変更になった行政機関等の方について

は、送信先の変更をご連絡願います。なお、他部署でも楽しんで頂けるよう努めて参りま

すので、引き続きのご購読も歓迎いたします。（連絡先の追加でも結構です） 

なお、変更内容については、下記連絡先までお願いします。 

E-mail：soukou@mlit.go.jp 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

国土交通省 総合政策局 総務課（総合交通体系グループ） 中川 敏正     

ＴＥＬ：０３－５２５３－８１１１（内線５３－１１３） 

ＦＡＸ：０３－５２５３－１６７５ 

E-mail：soukou@mlit.go.jp 

ＵＲＬ：http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/index.html 


